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ジオキソモリブデン (VI) 錯体では、モリプデニル (Mo02 +)基はシス構造をとっていると結論された。
また、モリブデン (VI) 錯体以外に、モリブデン (V) を含む複核および多核錯体も得られた。三座配位
のシッフ塩基の研究からも、今までにモリブデン (VI) 錯体では、あまり知られていない型の多核錯体





第 3 部では、タングステン錯体について述べる。タングステン (Vl) オキソテトラクロリ、ドと種々の
サリチリデンイミンとの反応から、多数のオキソタングステン (Vl) 錯体を合成することに成功し、そ
れらの反応、性質および構造について興味ある結果が得られた。例えば、ピス(サリチルアルデヒド)
エチレンジイミンの場合には、この配位子が 2 つのタングステン (Vl) 聞を架橋し、 1 つのタングステ
ン (Vl) に関しては、二座配位子として働いている非常に珍らしい複核錯体が得られた。また、タング









る Salen モリブデニル錯体中でも、 Salen が平面から歪んでいることを結論している口また、シッフ
塩基が分子の形で配位している珍しいタングステン錯体も単離された。上述のように、本研究はシ y
フ塩基の第六族遷移元素錯体を系統的に研究し、この領域にむける主要な点を、ほぼすべて明らかに
している。配位化学全般にとっても重要な結論が得られており、また、珍しい型の興味ある化合物も
多数、得られている。よって、本論文は工学博士の学位に値するものと判断される。
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